
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科名 数学科 校 種 高等学校 

科 目 の 配 当 

学年 科目名 必・選 単位 授業展開など，授業の形態 

1年 

数学Ⅰ 必 ３ 
イングリッシュ・アカデミックコース別授業 

どちらもクラス毎に授業 

数学Ａ 必 ２ 
イングリッシュ・アカデミックコース別授業 

どちらもクラス毎に授業 

２年 

数学Ⅱ 
選 

必 
４ 

アカデミックコースの選択科目 

サイエンスコースの必修科目 

Math Studies 必 ２ イングリッシュコースの必修科目 

数学Ⅱ（基礎） 選 ２ アカデミックコースの選択科目 

数学Ｂ 
選 

必 
２ 

アカデミックコースの選択科目 

サイエンスコースの必修科目 

３年 

数学Ⅲ 選 ４ サイエンスコースの選択科目 

選択数学ⅠＡ 選 ２ 
グローバルコースの選択科目 

サイエンスコースの選択科目 

選択数学ⅡＢ 選 ２ 
グローバルコースの選択科目 

サイエンスコースの選択科目 

選択数学Ⅲ 選 ２ サイエンスコースの選択科目 



 

 

科目名（教科名） イングリッシュコース 数学Ⅰ （ 数学科 ） 

担 当 教 員 Andre Gaudin  福田 美穂 

学年 １ 単位数 ３ 
必修・選択・

展開 
必 修 

 ■ 授 業 の 目 的 

 ＊英語によるイマージョン授業を取り入れ、コミュニケーションとしての英語力を身につける。 

１．数を実数まで拡張することの意義や集合と命題に関する基本的な概念を理解する。 

２．２次関数とそのグラフについて理解し、２次関数を用いて数量の関係や変化を表現することの有用性を

認識するとともに、それらを事象の考察に活用する。 

３．三角比の意味やその基本的な性質について理解し、三角比を用いた計量の考えの有用性を認識するとと

もに、それらを具体的な事象に活用する。 

４．統計の基本的な考えを理解するとともに、それを用いてデータを整理・分析し傾向を把握する。 

■ 授 業 計 画 

学期 授 業 の 項 目 内 容  

１

学

期 

1章 数と式  

 １節 式の計算 

２節 実数 

 ３節 １次不等式 

２章 集合と論証 

 ２節 命題と論証 

３章 ２次関数 

 １節 関数とグラフ 

・整式   ・整式の加法・減法・乗法  ・因数分解 

・数直線  ・絶対値  ・根号を含む式の計算 

・不等式とその性質  ・１次不等式の解法 ・連立１次不

等式 

（｢１節 集合｣は中学で既習） 

・命題と条件     ・論証 

・関数        ・２次関数とそのグラフ 

・２次関数の最大，最小    

２

学

期 

 

２節 ２次方程式・２次不等式 

 

４章 図形と計量 

１節 鋭角の三角比 

２節 三角比の拡張 

・２次関数の決定 

・２次方程式の解法  ・２次方程式の実数解の個数 

・２次関数のグラフとχ軸の共有点 ・２次不等式とその応用 

・正接、正弦、余弦 

・三角比の相互関係 

・三角比と座標  ・三角比の性質   ・正弦定理  

３

学

期 

３節 三角形への応用 

５章 データの分析 

 １節 データの整理と分析 

 ２節 データの相関 

・余弦定理   ・三角形の面積    ・空間図形の計量 

・データの整理 ・代表値  

・箱ひげ図   ・箱ひげ図とデータ  ・分散と標準偏差 

・相関関係   ・相関係数 

評価の

観点 

【関心・意欲・態度】 
各章における考え方に関心をもつとともに，数学的な見方や考え方のよ

さを認識し，それらを事象の考察に活用しようとしているか｡ 

【思考・判断・表現】 

各章における数学的な見方や考え方を身につけ，事象を数学的にとら

え，論理的に考えるとともに，思考の過程を振り返り多面的・発展的に

考えているかどうか｡ 

【技能】 
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法などの技能を身につけ

ているかどうか。 

【知識・理解】 
各章において，基本的な概念，原理・法則，用語・記号などを理解し，

基礎的な知識を身につけているかどうか。 

評価の

方法と

割合 

● 評価方法： ・定期試験と平常点（提出物・小テスト等）により各学期の成績を算出する。 

         ・定期試験は英語の出題と日本語の出題がある。 

● 割合  ：  定期試験７０％ 平常点３０％ 

教書・ 

副教等 

● 教科書  ：  数学Ⅰ（東京書籍） 

● 問題集  ：  エクセル 数学Ⅰ＋Ａ（実教出版）  スタディ 数学Ⅰ＋Ａ（第一学習社） 

● 副教材  ： 授業で配布する 



 

 

科目名（教科名） アカデミックコース 数学Ⅰ（ 数学科 ） 

担 当 教 員 芦塚 孝至 

学年 １ 単位数 ３ 必修・選択・展開 必 修 

 ■ 授 業 の 目 的 

１．数を実数まで拡張することの意義や集合と命題に関する基本的な概念を理解する。 

２．２次関数とそのグラフについて理解し、２次関数を用いて数量の関係や変化を表現することの有用性を

認識するとともに、それらを事象の考察に活用する。 

３．三角比の意味やその基本的な性質について理解し、三角比を用いた計量の考えの有用性を認識するとと

もに、それらを具体的な事象に活用する。 

４．統計の基本的な考えを理解するとともに、それを用いてデータを整理・分析し傾向を把握する。  

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

１章 数と式 

 １節 式の計算  

  ２節 実数 

 ３節 １次不等式 

２章 集合と論証 

 ２節 命題と論証 

３章 ２次関数 

 １節 関数とグラフ 

・整式   ・整式の加法・減法・乗法  ・因数分解 

・数直線  ・絶対値  ・根号を含む式の計算 

・不等式とその性質  ・１次不等式の解法 ・連立１次不等式 

 

・命題と条件     ・論証 

 

・関数        ・２次関数とそのグラフ 

・２次関数の最大，最小   ・２次関数の決定 

２
学
期 

２節 ２次方程式・２次不等式 

 

４章 図形と計量 

１節 鋭角の三角比 

２節 三角比の拡張 

・２次方程式の解法  ・２次方程式の実数解の個数 

・２次関数のグラフとχ軸の共有点   ・２次不等式とその応用

・正接、正弦、余弦   

・三角比の相互関係 

・三角比と座標  ・三角比の性質   ・正弦定理  

３
学
期 

３節 三角形への応用 

５章 データの分析 

 １節 データの整理と分析 

 ２節 データの相関 

・余弦定理   ・三角形の面積    ・空間図形の計量 

・データの整理 ・代表値  

・箱ひげ図   ・箱ひげ図とデータ  ・分散と標準偏差 

・相関関係   ・相関係数 

評価の

観点 

【関心・意欲・態度】 
各章における考え方に関心をもつとともに，数学的な見方や考え方

のよさを認識し，それらを事象の考察に活用しようとしているか｡ 

【見方や考え方】 

各章における数学的な見方や考え方を身につけ，事象を数学的にと

らえ，論理的に考えるとともに，思考の過程を振り返り多面的・発

展的に考えているかどうか｡ 

【数学的な技能】 
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論方法などの技能を身につ

けているかどうか。 

【知識・理解】 
各章において，基本的な概念，原理・法則，用語・記号などを理解

し，基礎的な知識を身につけているかどうか。 

評価の

方法と

割合 

● 評価方法：  定期試験と平常点（提出物・小テスト等）により各学期の成績を算出する。 

● 割合  ：  定期試験７０％ 平常点３０％ 

教科書・ 

副教材等 

● 教科書  ： 数学Ⅰ（東京書籍） 

● 問題集  ： エクセル数学Ｉ＋Ａ（実教出版），スタディ 数学Ⅰ＋Ａ（第一学習社） 



 

 

科目名（教科

名） 
イングリッシュコース 数学Ａ（ 数学科 ） 

担 当 教 員 Luke Vernazza 三歩一 昭彦 

学年 １ 単位数 ２ 
必修・選択・展

開 
必修 

 ■ 授 業 の 目 的 

＊英語によるイマージョン授業を取り入れ、コミュニケーションとしての英語力を身につける。  

１．場合の数を求めるときの基本的な考えや確率についての理解を深め、それらを事象の考察に活用する。 

２．整数の性質について理解を深め、それを事象の考察に活用する。 

３．中学で学んだ平面図形の性質についての理解を深める。 

■ 授 業 計 画 

学 

期 

授 業 の 項 目 内 容  

１

学

期 

（数学Ⅰの内容） 

２章 集合と論証 

 １節 集合 

１章 場合の数と確率  

 １節 場合の数 

２節 確率とその基本性質 

 

・集合   ・補集合とド・モルガンの法則 

 

・集合の要素の個数   ・樹形図と場合の数 

・順列         ・組み合わせ 

・事象と確率      ・確率の基本性質 

２

学

期 

３節 いろいろな確率 

 

２章 整数の性質 

 １節 約数と倍数 

 ２節 ユークリッドの互除法と 

    不定方程式 

・独立な試行の確率 

・反復試行の確率    ・条件つき確率 

 

・約数と倍数      ・最大公約数と最小公倍数 

・除法の性質と整数の分類 

・ユークリッドの互除法 ・２元１次不定方程式 

３

学

期 

 ３節 整数の性質の活用 

 

３章 図形の性質 

１節 三角形の性質 

 

２節 円の性質 

・記数法        ・小数と分数 

 

 

・三角形と比      ・三角形の重心・外心・垂

心・内心 

・三角形の比の定理 

・方べきの定理     ・２つの円 

評 価

の 観

点 

【関心・意欲・態度】 
各章における考え方に関心をもつとともに，数学的な見方や考え方のよ

さを認識し，それらを事象の考察に活用しようとしているか｡ 

【思考・判断・表現】 

各章における数学的な見方や考え方を身につけ，事象を数学的にとら

え，論理的に考えるとともに，思考の過程を振り返り多面的・発展的に

考えているかどうか｡ 

【技能】 
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法などの技能を身につけ

ているかどうか。 

【知識・理解】 
各章において，基本的な概念，原理・法則，用語・記号などを理解し，

基礎的な知識を身につけているかどうか。 

評価

の方

法と

割合 

● 評価方法： ・定期試験と平常点（提出物・小テスト等）により各学期の成績を算出する。 

       ・定期試験は英語の出題と日本語の出題がある。 

● 割合  ： 定期試験７０％ 平常点３０％ 

教科

書・ 

副教材

等 

● 教科書  ： 数学Ａ（東京書籍） 

● 問題集  ： エクセル数学Ⅰ＋Ａ（実教出版）   

スタディ 数学Ⅰ＋Ａ（第一学習社） 



 

 

科目名（教科名） アカデミックコース 数学Ａ（ 数学科 ） 

担 当 教 員 芦塚 孝至 

学年 １ 単位数 ２ 必修・選択・展開 必修 

 ■ 授 業 の 目 的 

 １．場合の数を求めるときの基本的な考えや確率についての理解を深め、それらを事象の考察に活用する。 

２．整数の性質について理解を深め、それを事象の考察に活用する。 

３．中学で学んだ平面図形の性質についての理解を深める。 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

（数学Ⅰの内容） 

２章 集合と論証 

 １節 集合 

１章 場合の数と確率  

 １節 場合の数 

 

 

・集合   ・補集合とド・モルガンの法則 

 

・集合の要素の個数   ・樹形図と場合の数 

・順列         ・組み合わせ 

 

２
学
期 

２節 確率とその基本性質 

３節 いろいろな確率 

 

２章 整数の性質 

 １節 約数と倍数 

  

 

・事象と確率      ・確率の基本性質 

・独立な試行の確率 

・反復試行の確率    ・条件つき確率 

 

・約数と倍数      ・最大公約数と最小公倍数 

・除法の性質と整数の分類 

 

３
学
期 

 ２節 ユークリッドの互除法

と 

    不定方程式 

３節 整数の性質の活用 

 

・ユークリッドの互除法 ・２元１次不定方程式 

 

・記数法        ・小数と分数 

・合同式 

 

評 価 の

観点 

【関心・意欲・態度】 

各章における考え方に関心をもつとともに，数学的な見方や考え

方のよさを認識し，それらを事象の考察に活用しようとしている

か｡ 

【見方や考え方】 

各章における数学的な見方や考え方を身につけ，事象を数学的に

とらえ，論理的に考えるとともに，思考の過程を振り返り多面的・

発展的に考えているかどうか｡ 

【数学的な技能】 
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論方法などの技能を身に

つけているかどうか。 

【知識・理解】 
各章において，基本的な概念，原理・法則，用語・記号などを理

解し，基礎的な知識を身につけているかどうか。 

評価の

方法と

割合 

● 評価方法： 定期試験と平常点（提出物・小テスト等）により各学期の成績を算出する。 

● 割合  ： 定期試験７０％ 平常点３０％ 

教科書・ 

副教材等 

● 教科書  ： 数学Ａ（東京書籍） 

● 問題集  ： エクセル数学Ⅰ＋Ａ（実教出版）   

スタディ 数学Ⅰ＋Ａ（第一学習社） 

 

 



 

 

科目名（教科名） 数学Ⅱ（ 数学科 ） 

担 当 教 員 瓶割 浩司 

学年 ２ 単位数 ４ 必修・選択・展開 

アカデミックコース選択 

サイエンスコース必修 

 ■ 授 業 の 目 的 

 １．式と証明・高次方程式、図形と方程式、いろいろな関数及び微分・積分の考えについて理解を深める。 

２．基礎的な知識の習得と技能の習熟を図る。  

３．事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、それらを活用する態度を育てる。 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

１章 方程式・式と証明 

 １節 整式の乗法・除法と分数式 

 ２節 ２次方程式 

 ３節 高次方程式 

 ４節 式と証明 

 

 

 

２章 図形と方程式 

 １節 点と直線 

  

２節 円 

３節 軌跡と領域 

 

 

・整式の乗法と因数分解  ・二項定理  ・整式の除法 

・分数式とその計算    ・(ａ＋ｂ＋ｃ)nの展開 

・複素数とその演算    ・解の公式 ・解と係数の関係 

・因数定理        ・簡単な高次方程式  

・因数定理を利用した４次方程式の解法 

・組立除法        ・３次方程式の解と係数の関係 

・恒等式         ・不等式の証明 

 

・２点間の距離  ・内分点、外分点  ・直線の方程式  

・２直線の関係  ・２直線の交点を通る直線 

・円の方程式   ・円と直線 ・２つの円の交点を通る円 

・軌跡の方程式  ・不等式の表す領域  

・連立不等式の表す領域  ・いろいろな不等式の表す領域 

 

２
学
期 

３章 三角関数 

 １節 三角関数 

 ２節 加法定理 

 

 

４章 指数関数・対数関数 

１節 指数関数 

２節 対数関数 

 

 

・一般角    ・三角関数    ・三角関数の性質 

・三角関数のグラフ        ・三角関数の応用 

・加法定理   ・三角関数の合成 ・和と差の変換公式 

 

 

・指数法則 ・累乗根 ・指数の拡張 

・指数関数とそのグラフ   

・対数とその性質  ・対数関数とそのグラフ ・常用対数 

３
学
期 

５章 微分と積分 

 １節 微分係数と導関数 

 ２節 導関数の応用 

 ３節 積分 

 

 

・微分係数 ・導関数  ・関数の増減と極大，極小  

・関数の最大，最小   ・方程式，不等式への応用 

・４次関数のグラフ   ・不定積分  ・定積分 

・定積分と面積     ・放物線で囲まれた図形の面積 

・ｎ次関数の微分と積分 ・(ax＋ｂ)nの微分と積分  

・曲線と接線の囲む図形の面積 



 

 

評価の

観点 

【関心・意欲・態度】 
各章における考え方に関心をもつとともに，数学的な見方や考え方のよさを

認識し，それらを事象の考察に活用しようとしているか｡ 

【思考・判断・表現】 

各章における数学的な見方や考え方を身につけ，事象を数学的にとらえ，論

理的に考えるとともに，思考の過程を振り返り多面的・発展的に考えている

かどうか｡ 

【技能】 

事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法などの技能を身につけてい

るか 

どうか。 

【知識・理解】 

各章において，基本的な概念，原理・法則，用語・記号などを理解し，基礎

的な 

知識を身につけているかどうか。 

評価の

方法と

割合 

● 評価方法： 定期試験と平常点（提出物・小テスト等）により各学期の成績を算出する。 

● 割合  ： 定期試験60％ 平常点40％ 

教科

書・ 

副教材

等 

● 教科書  ： 数学Ⅱ（東京書籍） 

● 問題集  ： エクセル 数学Ⅱ＋Ｂ(実教出版) 

      マスターノート数学Ⅰ＋Ａ(数研出版)  

 

  



 

 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● ● 

● 

● 

● 

● 

 

  



 

 

科目名（教科名）  アカデミックコース 数学Ⅱ（基礎）（ 数学科 ） 

担 当 教 員  芦塚 孝至 

学年 ２ 単位数 ２ 必修・選択・展開 アカデミックコース選択 

 ■ 授 業 の 目 的 

１．数学Ⅱの前半の内容について、基礎的な知識の習得を図る。  

２．事象を数学的に考察し処理する能力と態度を育てる。 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

１章 方程式・式と証明 

 １節 整式の乗法・除法

と分数式  

  

２節 ２次方程式 

  

３節 高次方程式 

 

 

・整式の乗法と因数分解  ・二項定理 

・整式の除法       ・分数式とその計算   

・複素数とその演算    ・解の公式  

・解と係数の関係 

・因数定理        ・簡単な高次方程式  

・組立除法  

２
学
期 

 ４節 式と証明 

  

２章 図形と方程式 

 １節 点と直線 

 

 ２節 円 

 

 ３節 軌跡と領域 

 

・恒等式         ・不等式の証明 

 

 

・２点間の距離      ・内分点・外分点 

・直線の方程式      ・２直線の関係 

・円の方程式       ・円と直線 

 

・軌跡の方程式      ・不等式の表す領域 

・連立不等式の表す領域 

３
学
期 

３章 三角関数 

 １節 三角関数 

 

 

 ２節 加法定理 

 

 

・一般角         ・三角関数 

・三角関数の性質     ・三角関数のグラフ 

・三角関数の応用 

・加法定理        ・加法定理の応用 

・三角関数の合成 

評価の観

点 

【関心・意欲・態度】 
各章における考え方に関心をもつとともに，数学的な見方や考え方の

よさを認識し，それらを事象の考察に活用しようとしているか｡ 

【見方や考え方】 

各章における数学的な見方や考え方を身につけ，事象を数学的にとら

え，論理的に考えるとともに，思考の過程を振り返り多面的・発展的

に考えているかどうか｡ 

【数学的な技能】 
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論方法などの技能を身につけ

ているかどうか。 

【知識・理解】 
各章において，基本的な概念，原理・法則，用語・記号などを理解し，

基礎的な知識を身につけているかどうか。 

評価の方

法と割合 

● 評価方法： 定期試験と平常点（提出物・小テスト等）で各学期の成績を算出する。 

● 割合  ： 定期試験７０％ 平常点３０％ 

教科書・ 

副教材等 

● 教科書  ： 数学Ⅱ（東京書籍） 

● 問題集  ： 新数学Ⅱサブノート（実教出版） 



 

 

科目名（教科名） 数学Ｂ（ 数学科 ） 

担 当 教 員 瓶割 浩司 

学年 ２ 単位数 ２ 必修・選択・展開 

アカデミックコース選択 

サイエンスコース必修 

 ■ 授 業 の 目 的 

１．簡単な数列とその和及び漸化式と数学的帰納法について理解し、それらを用いて事象を数学的に考察

し活用する。 

２．ベクトルにつての基本的な概念を理解し、基本的な図形の性質や関係をベクトルを用いて表現し、い

ろいろな事象の考察に活用する。 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

１章 数列 

 １節 数列 

 

 

２節 漸化式と数学的帰納法 

・数列         ・等差数列    

・等差数列の和     ・等比数列   

・等比数列の和     ・複利法 

・和の記号Σ      ・いろいろな数列  

・漸化式        ・数学的帰納法 

・フィボナッチ数列   ・３項間の漸化式 

２
学
期 

２章 ベクトル 

 １節 平面上のベクトル 

 

 ２節 ベクトルの応用 

・ベクトルの意味    ・ベクトルの加法，減法，実数倍 

・ベクトルの成分    ・ベクトルの内積  

 

・位置ベクトル     ・ベクトル方程式 

３
学
期 

３節 空間におけるベクトル 

 

 

 

 

・空間座標       ・空間におけるベクトル     

・位置ベクトルと空間の図形      

・点が平面上にある条件 

・平面の方程式 

・空間における直線の方程式 

評価の観

点 

【関心・意欲・態度】 
各章における考え方に関心をもつとともに，数学的な見方や考え方のよさ

を認識し，それらを事象の考察に活用しようとしているか｡ 

【思考・判断・表現】 

各章における数学的な見方や考え方を身につけ，事象を数学的にとらえ，

論理的に考えるとともに，思考の過程を振り返り多面的・発展的に考えて

いるかどうか｡ 

【技能】 
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法などの技能を身につけて

いるか どうか。 

【知識・理解】 
各章において，基本的な概念，原理・法則，用語・記号などを理解し，基

礎的な      知識を身につけているかどうか。 

評価の方

法と割合 

● 評価方法： 定期試験と平常点（提出物・小テスト等）により各学期の成績を算出する。 

● 割合  ： 定期試験60％ 平常点40％ 

教科書・ 

副教材等 

● 教科書  ： 数学Ｂ（東京書籍） 

● 問題集  ： エクセル 数学Ⅱ＋Ｂ(実教出版) 

 

 



 

 

科目名（教科名） 数学Ⅲ（ 数学科 ） 

担 当 教 員   濵口 昌紘 

学年 ３ 単位数 ４ 必修・選択・展開 サイエンスコース選択 

 ■ 授 業 の 目 的 

１．２年生で学んだ無限の概念を利用して数式と図形の関係をより深く理解する。 

２．「数学Ⅱ」で学んだ微分法と積分法の内容を更に発展させて、微分法・積分法が広い範囲の問題に対し

て有効な役割を果たしていることの理解を深める。 

３．大学受験レベルの問題演習に取り組むことにより、学習内容の一層の理解を深め、数学的な表現、処理、

見方や考え方を身につける。 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

５章 微分の応用 

１節 接線、関数の増減 

 

   

２節 微分のいろいろな応用 

 

 

６章 積分とその応用 

１節 不定積分 

 

２節 定積分 

 

 

３節 面積・体積・長さ 

 

・接線、法線の方程式   ・平均値の定理 

・関数の増減       ・関数の極大、極小 

・第２次導関数とグラフ 

・最大、最小       ・方程式、不等式への応用 

・速度、加速度      ・近似式 

 

 

・不定積分とその基本公式  ・置換積分法と部分積分法 

・いろいろな関数の不定積分 

・定積分          ・定積分の置換積分法 

・定積分の部分積分法    ・定積分で表された関数 

・定積分と区分求積法    ・定積分と不等式 

・面積  

２
・
３
学

期 

 

 

（単元ごとの問題演習） 

 

（実践演習） 

・体積           ・曲線の長さと道のり  

評価の

観点 

【関心・意欲・態度】 
各章における考え方に関心をもつとともに，数学的な見方や考え方のよさ

を認識し，それらを事象の考察に活用しようとしているか｡  

【見方や考え方】 

各章における数学的な見方や考え方を身につけ，事象を数学的にとらえ，

論理的に考えるとともに，思考の過程を振り返り多面的・発展的に考えて

いるかどうか｡ 

【数学的な技能】 
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法などの技能を身につけて

いるかどうか。 

【知識・理解】 
各章において，基本的な概念，原理・法則，用語・記号などを理解し，基

礎的な知識を身につけているかどうか。 

評価の

方法と

割合 

● 評価方法： 定期試験と平常点（提出物・小テスト等）により各学期の成績を算出する。 

● 割合  ： 定期試験５０％ 平常点５０％（小テストを重視） 

教科書・ 

副教材等 

● 教科書  ： 数学Ⅲ（東京書籍） 

● 問題集  ： エクセル 数学Ⅲ（実教出版）     

 



 

 

科目名（教科名） 選択数学ⅠＡ（ 数学科 ） 

担 当 教 員 三歩一 昭彦 

学年 ３ 単位数 ２ 必修・選択・展開 

グローバルコース選択 

サイエンスコース選択 

 ■ 授 業 の 目 的 

数学Ⅰ・数学Ａについて、大学入試センターレベルの問題演習に取り組むことにより、学習内容の一層の

理解を深め、数学的な表現、処理、見方や考え方を身につける。 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

（単元ごとの問題演習） 

 数学Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

数学Ａ 

 

 

 

・式の展開、因数分解         ・根号を含む式の計算 

・１次不等式、絶対値と方程式   ・不等式 

・命題と集合 

・２次関数のグラフ           ・２次関数の最大，最小 

・２次関数の決定            ・２次方程式、２次不等式  

・２次関数のグラフとｘ軸の共有点 

・三角比の基本             ・正弦定理・余弦定理 

・三角比の応用   

・データの分析 

 

・集合の要素の個数、場合の数  ・順列    

・組合せ                ・確率      

・三角形の性質              ・円の性質 

・図形の性質の種々の問題 

・約数と倍数             ・不定方程式 

・整数の性質の種々の問題 

２
・
３
学
期 

（実践演習） ・センター試験に向けて実践演習を行い、総仕上げをする。 

評価の

観点 

【関心・意欲・態度】 
各章における考え方に関心をもつとともに，数学的な見方や考え方のよ

さを認識し，それらを事象の考察に活用しようとしているか｡  

【見方や考え方】 

各章における数学的な見方や考え方を身につけ，事象を数学的にとらえ，

論理的に考えるとともに，思考の過程を振り返り多面的・発展的に考えて

いるかどうか｡ 

【数学的な技能】 
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法などの技能を身につけて

いるかどうか。 

【知識・理解】 
各章において，基本的な概念，原理・法則，用語・記号などを理解し，基

礎的な知識を身につけているかどうか。 

評価の

方法と

割合 

● 評価方法： 定期試験と平常点（提出物・小テスト等）により各学期の成績を算出する。 

● 割合  ： 定期試験６０％ 平常点４０％ 

教科書・ 

副教材等 
授業ごとに問題を提示 



 

 

科目名（教科名） 選択数学ⅡB （ 数学科 ） 

担 当 教 員 濵口 昌紘 

学年 ３ 単位数 ２ 必修・選択・展開 

グローバルコース選択 

サイエンスコース選択 

 ■ 授 業 の 目 的 

数学Ⅱ・数学Ｂについて、大学入試レベルの問題演習に取り組むことにより、学習内容の一層の理解を深め、

数学的な表現、処理、見方や考え方を身につける。 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

（単元ごとの問題演習） 

数学Ⅱの内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学Ｂの内容 

 

 

・二項定理，整式の割り算  ・恒等式，等式，不等式 

・複素数とその計算     ・２次方程式の理論 

・因数定理，高次方程式   ・点，直線，円   

・曲線と直線        ・軌跡と領域     

・三角関数         ・指数関数 

・対数関数         ・導関数と接線   

・関数の極大，極小     ・関数の最大，最小  

・微分法の応用       ・不定積分，定積分 

・面積の計算 

 

・平面ベクトルの基本      ・平面ベクトルと図形 

・空間ベクトルと図形      ・等差数列，等比数列 

・種々の数列          ・漸化式と数列 

２
・
３
学

期 

（実践演習） 融合問題を通じて総仕上げをし、大学入試に対応できるよう

にする。 

評 価 の

観点 

【関心・意欲・態度】 
各章における考え方に関心をもつとともに，数学的な見方や考え方のよさを

認識し，それらを事象の考察に活用しようとしているか｡ 

【思考・判断・表現】 

各章における数学的な見方や考え方を身につけ，事象を数学的にとらえ，論

理的に考えるとともに，思考の過程を振り返り多面的・発展的に考えている

かどうか｡ 

【技能】 
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法などの技能を身につけてい

るかどうか。 

【知識・理解】 
各章において，基本的な概念，原理・法則，用語・記号などを理解し，基礎

的な知識を身につけているかどうか。 

評価の

方法と

割合 

● 評価方法： 定期試験と平常点（提出物・小テスト等）により各学期の成績を算出する。 

● 割合  ： 定期試験５０％ 平常点５０％（小テストを重視） 

教科書・ 

副教材等 
授業で問題を提示する。 

 



 

 

科目名（教科名） 選択数学Ⅲ（ 数学科 ） 

担 当 教 員 濵口 昌紘 

学年 ３ 単位数 ２ 必修・選択・展開 サイエンスコース選択 

 ■ 授 業 の 目 的 

２年生で学んだ平面上の曲線，複素数平面についての応用を理解し，知識の習得と技能の習熟を図り，事象

を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに，それらを積極的に活用する。 

また、３年生で学んだ微分積分の内容の大学受験レベルの問題演習に取り組むことにより，学習内容の一層

の理解を深め，数学的な表現，処理，見方や考え方を身につける。 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

関数の極限 

 f（x）の極限 

 三角関数の極限 

 関数の連続性 

 

f（x）の極限 

 

三角関数の極限 

 

 関数の連続性 

 

２
・
３
学
期 

数学Ⅲ 入試演習 ２次曲線，複素数平面，微分の応用，積分の応用 

評価の 

観点 

【関心・意欲・態度】 
各章における考え方に関心をもつとともに，数学的な見方や考え方のよさを

認識し，それらを事象の考察に活用しようとしているか｡ 

【見方や考え方】 

各章における数学的な見方や考え方を身につけ，事象を数学的にとらえ，論

理的に考えるとともに，思考の過程を振り返り多面的・発展的に考えている

かどうか｡ 

【数学的な技能】 
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論方法などの技能を身につけている

か    どうか。 

【知識・理解】 
各章において，基本的な概念，原理・法則，用語・記号などを理解し，基礎

的な       知識を身につけているかどうか。 

評価の

方法と

割合 

● 評価方法： 定期試験と平常点（提出物・小テスト等）により各学期の成績を算出する。 

● 割合  ： 定期試験５０％ 平常点５０％（小テストを重視） 

教科書・ 

副教材等 

● 教科書  ： 数学Ⅲ（東京書籍） 

● 問題集  ： 授業で配布する 

 


